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1 はじめに
現在，ネットワーク上に多種多様な写真画像が散在

している．マルチメディアデータベースの分野におい
て，写真画像の特徴から感情を抽出し，感情による写
真検索の研究開発が行われてきた．しかしながら，画
像処理によって抽出した特徴量を用いた感情は，精度
が不十分であり，検索精度の向上が求められている．一
方，カメラ付き携帯電話の普及により，ソーシャルメ
ディアには，写真付きの投稿が頻繁に発信されている．
そこで，我々は，ソーシャルメディアにおける写真付き
投稿から写真に対する感情情報を抽出し，より精度の
高い写真感情データベースを提案する．本稿では，写
真付き投稿からの感情抽出手法について述べる．

2 研究背景と課題
近年，広く一般にカメラが普及し，人々は，デジタ

ルカメラや携帯電話等を含め少なくとも 1台のカメラ
を保持している．また，携帯電話網やブロードバンド
網の発展により，比較的データ量の大きな写真もネッ
トワークを介して共有可能となった．Webサービスや
アプリケーションの中で FlickrやPicasaに代表される
画像の共有・整理・検索を行うサービスが登場し，注
目を集めている．
個人が大量の画像を記録可能になったことで，大量

の写真データから目的の写真を検索することが困難と
なってきた．膨大な写真群から目的の写真を効率的に
検索する方法として，画像の付加された感情情報を利
用する研究がある．既存の研究では，写真の色彩特徴
からの感情情報抽出やユーザによる写真への感情情報
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のタグ付けをしている．しかしながら，既存研究では，
学習データの不足や画像処理技術の限界により感情情
報付加における精度が不十分である．
一方，Twitterを始めとするソーシャルメディアは，

スマートフォンの普及に伴ってユーザ数を急速に伸ば
しており，有力なユーザデータとして期待されている．
近年，主要なソーシャルメディアでは，短い文章だけ
でなく，その場で撮影した写真を付加して投稿するこ
とが可能である．現在，写真付きの投稿は，全体の数
％の割合ではあるが，徐々に写真投稿サービスが充実
し，増加傾向にある．写真付きの投稿は，写真に対し
て，その写真に関する文章が付加されている状態であ
る．つまり，投稿情報を解析し，感情情報を抽出した
場合，その感情情報は，写真を修飾している可能性が
高い．
そこで我々は，ソーシャルメディアから写真付き投

稿を収集し，写真に対する投稿内容をテキスト解析す
ることで，感情情報を抽出し，データベースを作成す
る写真感情データベースを提案する．

3 関連研究
既存研究として，画像処理によって抽出した検索の

対象写真のコンテキストに基づき検索を行う手法 [1]
がある．画像コンテキストを抽象語と対応付けること
で，対象の画像を検索することを可能にし，評価を通
して画像検索に有効であることを示した．しかしなが
ら，画像からのコンテキスト抽出が困難な感情情報を
用いる場合は，撮影者が検索キーとなるタグ情報を入
力する必要がある. 石橋等 [2]は，オノマトペを用いた
感情情報入力手法を提案し, その応用システムとして
画像検索システムを構築した．評価より，写真撮影と
同時に簡便に感情情報を入力できることが，確認され
た．しかしながら，オノマトペのような簡易入力可能
な手法を用いたとしても膨大な数の写真に対して，逐
次的に感情情報を付加していくことは困難である．ま
た，1つの写真に対する感情情報でも，撮影者と閲覧
者では異なる関心を寄せる可能性もある．
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図 1: 提案システムの構成

4 提案手法
本提案システム設計を図 1 に示す．本システムは，

データ収集部，感情抽出部に 2つに分割される．本章
では，上記 2つの主要な部分を詳しく解説する．

4.1 ソーシャルメディアから写真抽出手法
我々は，2010年の 7月から現在まで約 1年半，Twit-

ter社が提供するAPIを用いて東京を中心とした 30km
圏内の Tweet情報を収集した．その中から，写真投稿
サービスを提供する，yfrog，twipic，TweetPhotoを
へのリンクを含む Tweetを抽出し，画像へのリンクに
アクセスして，画像を取得する．それらのデータを投
稿，画像へのURL，画像，感情情報を登録できるデー
タベースを構築する．

4.2 感情抽出手法
感情抽出の手法として，我々は，Neviarouskayaら

[3] を採用している．さらに，Izard[4]が発表した人間
の表情形成による感情分類から，表現する感情情報を
“喜び”，“哀しみ”，“怒り”，“嫌悪”，“恐怖”，“罪”，“
恥”，“興味”，“驚き”の 9つに分類した．その感情情
報の強度指標を 0.0 ～ 1.0の重みによって表現したも
のを感情抽出結果として利用する．まず，与えられた
投稿テキストを構文解析（形態素解析，係り受け解析）
し，文構造の情報を取得する．次に感情関係語データ
ベースを参照して，感情に関係する語が文中に含まれ
ているかどうかを検証し，テキストに含まれている語
それぞれに 9次元のべクトルで表現した感情重みを割
り当てる．最後に，時制，人称，副詞，接続助詞等，テ
キスト構造を考慮して重みを算出し，テキスト全体の
感情とその重みを抽出する．

4.3 主観的感情と客観的感情
写真に対する感情情報は，撮影者が感じる主観的感

情と，単にその写真を閲覧する客観的感情が存在する．

既存の研究では，主観的感情のみに注目し抽出してい
たが，本研究では，Twitterのリプライ機能やリツイー
ト機能を利用して，閲覧者の感情を客観的感情として
抽出し，分類することで撮影当事者と閲覧者の捉え方
の違いを表現した．
客観的感情を取り入れたことにより，1つの写真に

対して多数の感情情報をチュ出することが可能となっ
た．そのため，1つの写真に対する多ユーザの感情を
表現できるため，自身のソーシャルネットワーク内で
の写真の評価を得ることができる．

5 今後の課題
今後は，本システムを利用して感情抽出の精度につ

いて評価を行い，作成した画像データベースの検索効
率についても有用性を検証する．また，4.1章のソー
シャルメディアのデータ抽出の際に，位置情報付き投
稿も同時に収集している．そこで，写真に対する感情
の地域差を算出し，地域ごとの写真に対する感情の特
徴抽出をして，街の特質を示したいと思う．

6 むすび
本研究は，ソーシャルメディアにおける写真付き投

稿から写真に対する感情情報を抽出し，より精度の高
い写真感情データベースを提案した．提案システムは，
データ収集部と感情抽出部から構成され，我々は収集
したデータから写真付き投稿を分類し，その投稿デー
タをテキスト解析して感情情報とその重みを抽出した．
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